
不確実性に対応できる対策と柔軟性

2023年の国内景気

失業したが経済的な緊急事態が発生しないと仮定した場合
預貯金や現金などの手持ち資金で

現状の生活水準が維持可能な期間

昨年からの資産状況

MDRT米国本部グローバル消費者調査の国内インターネット調査を、日本在住22～79歳の2,000名を対象として、
2023年4月26 日（水）から27日（木）に、委託先の株式会社ネオマーケティングが実施。
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